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1.はじめに

　これは情報基礎実習のレポートを書くための書式（例）である。

　１行40字×40行横書きを原則とする。

上下左右それぞれに30mm程度のマージン（余白）をとる。

　一枚目上部にヘッダー（見出し）をつける。

　二枚以上にわたる際は左上をホチキス（Staple）でとめる。

　章節を立てる方式が望ましい。

　レポートの書き方についての図書はたくさん出ているので参照すること(1)。

　詳細は担当教員に確認しよう。
2.目的

　まずは、このレポートは何なのかを明らかにしよう！

3.方法

　何をどのように明らかにしようとしているかを書こう。実験か、調査かなども。

　3.1.対象

　3.2.具体的な方法

4.結果

　図表をうまく活用する。
　羅列するだけでなく、まとめも必要（最終的なまとめは考察のあとに！）。

5.考察

　結果に基づいて論理的に考察すする。
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参照した図書、雑誌記事・論文、WWW等の書誌事項を記載する。

記述のやり方にはいろいろな流派がある：
例えば　SIST-02 科学技術情報流通基準　参照文献の書き方

http://www.jst.go.jp/SIST/handobook/sist02/index.html
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